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そ の 白 恒 り 打''] ス は 宝 石 じ 目 じ ふ

翌 在 で は 、 打 万 ス ビ 使 っ て い 誌 ＇い 家 庭 （ 芯 、 言 ず は い ℃ 思 い 呑 す 。

り ‘、 ど ん 旦 所 に 使 わ n て い る 弁 、 ち ぶ つ じ 考 え て 白 哀 し ょ う 5

自 動 車 や 家 の 窓 、 ロ ッ プ や 皿 tJ ど 0} 壱 器 、 ビ '.)t} ど の 容 器 、 桐 計 り

上 ぶ に 、 了 「） で ワ リ ー 区 ど 、 ほ 見 え あ げ ［ジっ ぎ ） 汀 あ り 喜 ビ ん 。 き、

こ 、 ニ ュ ー メ デ ィ ア 箇 代 釘 情 報 も 伝 穴 る 莉 し い 伝 逹 媒 休 ℃ し て 電 話

勺 ー 了 ） し に 使 り れ は じ 釘 こ た フ ァ イ バ ー も 打 弓 ス fら の で ‘ 可 。

こ こ ろ で 、 打 う ス の 成 令 は そ の 6 習 以 上 が 汀 イ 匿 (5 i  O  2. 〉 で 、 そ

釘 は 1S に 、 プ ト リ ワ ム 、 カ リ ワ ム 、 力 ） し ジ ワ ム 、 鉛 、 ホ ワ 素 旦 ど の



そ n で は 日 宰 ぷ く 目 に 苔 る 了 ） ‘ 二 ．） ス 〇 〕 い く -yn も 紹 介 し ご I... 三 つ 。

令') ー ワ ‘ 石 仄 打 つ ス 令

版 打 う ス 、 び ん 悶 ど 釘 告 善 、 霞 翌 巳 ℃ い ろ い ら 区 所 に 使 杓 n て い

ぎ す ． 日 頃 使 っ て い る 汀 ラ ス 製 品 の 勾 く は こ の り イ 70)7-r' ラ ス て

す． 酎 熱 性 汀 ぷ <t ふ い の で 急 に 熱 い も(!) 色 人 n0 ℃ 、 割 れ る こ ℃

ザ あ リ 芸 び 。 特 に 、 び ん 区 ど 釘 因 の 晨 い 亡 の は ど 熱 に 弱 く ［ ぶ ） 塁 万

念 記 ］ ゲ 了 酸 弁 ‘ ラ ス 令
ほ ＇ う 哀 う り

熱 彫 菜 率 1『 小 さ く 酎 熱 性 ザ ぷ い り て 、 翌 料 り 実 璧 器 届 ぞ 酎 慈 免 器

旦 ど に 、 使 杓 打 て い 喜 ― り e 交 f) っ た と こ ろ で は 了 ） 、 I) 丁｝の）＼゜口

｀ 万 天 夏 台 こ あ る 57l 戊 酎 琶 遠 鐙 り 反 射 鏡 に も 使 わ 11. て い は 芍 。
B- ~') 

令 鉛 了 ）し カ リ ゲ イ 酸 汀 う ス 令

キ ラ キ う ど 文 る 刀 ッ ト ワ ‘ ‘ う ス ！ こ 使 わ れ て い 芸 す 。 り リ ス り ） し 打 ‘ ラ

ラ ス じ 言 又 ば ふ く わ か る じ 思 い 喜 万 。 佗 の 打 ‘つ ス よ リ 少 し 重 ＜ ． 言

亡 腐 f(f) 軟 ら 刀 ‘ し 噌 ‘ つ ス で 同 e

ゃ 差 化 打 弓 ス 令

汀 '7 ス は 引 張 わ 尺

る 力 iこ 弱 二 ） で こ 霞 汀] ら 翌 言 『 こ め 、 梵 き 人 礼 （ こ ぶ っ て 打 ‘ う ス の 表
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